
      

 

 
 

 
 

  

              

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 梅雨が明けて，日差しの強い日が続きます。水遊びがと

ても気持ちよいですね。今にも海や川に遊びに行きたい

子どもたちも多いことでしょう。 

 ですが，昨年度の警察庁の発表によると，中学生以下

の事故で最も多いのは河川での水遊びだそうです。 

 例年 7月 21日から８月 31日の夏休み期間は「水難

事故防止運動強調月間」となっております。おもな呼び

かけをいくつか抜き書きしてみました。 

 ・ 泳ぎ（水遊び）に行くときは保護者と一緒に行く。 

 ・ 大人は携帯電話など連絡の取れるものを所持してお

く。 

 ・ テレビの気象情報などで，天気や風の強さ，波の高

さを確かめる。 

 ・ 魚釣りをするときは一人では行かない。 

 ･ 磯釣りは，高波などに注意し，必ず救命胴衣を付ける。 

 ･ 泳ぐときは一人では泳がない。 

 絶対に事故が起こらないように気をつけて，この奄美の

自然をたっぷり味わえる夏にしましょう。 

 

 

 

 7 月 4 日から水泳学

習を実施しました。 

 水難事故防止にもつ

ながる大切な学習です

が，暑くなるこの時期の

水泳学習はとても気持

ちがよいものです。 

 住用中の水泳学習は，東城小中学校のプールを借りて

行います。住用支所の三浦さんが運転して下さる車に全

員で乗って向かいます。 

 4回ある学習では毎時間各自の目標を決めて練習しま

す。「２５ｍを20秒切る」「50ｍを泳ぎ切る」「息継ぎなし

でプールの半分まで行く」それぞれの目標に挑戦しまし

た。 

 最後は自由な活動を楽しむ時間も取れました。この夏，

安全に水を楽しんで，来年の夏の水泳学習をもっと楽し

みにしてくれることを期待したいと思います。 

水の事故に気をつけよう 
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厳しい夏を「強い気持ち」で乗り切れ！ 
 

校長  原 憲正 
 
本日の終業式で 1 学期が終了しました。これから

42 日間の夏休みに入ります。梅雨明け後は熱中症

警戒アラートが連日発表されており，どうやら今年

は例年よりも暑く厳しい夏になりそうです。 
 
 生徒にとっても夏休みは厳しい時季でもあります

「学校が休みで自由に生活できる夏休みの一体どこ

が厳しいの？」と思われる方がほとんどでしょう。

そう，「自由に生活できる」というところが，見方

を変えれば大変厳しいものだからです。 
 
 学校がある日は規則正しく区切られた校時によっ

て生活しています。夏休みはそれが一切なくなり，

自由に使える時間が生活のほとんどになります。そ

の時間の管理を自分ですることになる。これは自分

を律する力が十分身に付いていない者にとっては，

いとも簡単に締まりがなくだらしない生活に陥って

しまうきっかけとなることを意味しています。 
 
 ゲームやネットなど自分の好きなことに時間を費

やして深夜まで起きていて，翌朝は昼近くまで寝て

しまう。起きる時間が遅くなるから，今度はいつま

でも眠くならず，また夜更かしして…と，昼夜逆転

の生活に陥りやすいのが夏休みです。 
 
 人間本来の生活リズムではない昼夜逆転の生活に

陥るとどうなるのでしょう。 
 
・ 日中にだるさが残り，自分の持つほとんどの能

力が低下し，元気がなくなる 

・ 体の免疫機能が低下し，体調を崩しやすくなる 

・ イライラしたり逆に気分が落ち込んだりやる気

が全くなくなったりする 
 
など，悪い影響しか出てこないことは，これまでの

どの研究でもはっきりしています。 
 
 夏は元気が一番！ 涼しい午前中に課題に取り組

んで，昼は外で思いっきり汗をかいて，ご飯をおい

しく頂いて，静かな夜に読書をして，もちろん自分

の好きな趣味の時間も楽しんで，そして明日に備え

て早めに床に就く。 
 
 安易な方向に流されそうになる自分を強い気持ち

で律し，心も体も強くなって 2 学期を迎える。そん

な夏休みにしてほしいです。 

 

気分爽快！水泳学習 
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7 月 14 日は「県民の
日」です。県民の日に向け
て，坂本教頭が「奄美群島
復帰 70 周年」について話
をしました。 
奄美が日本と世界をつなぐ窓口で共に支え合っ
てきたこと。奄美の砂糖が明治維新を支え江戸時
代を終わらせる原動力になったこと。明治以降の
人やものの交流が絆を強め，戦後アメリカ軍政下
におかれ，暴力に訴えない復帰運動を粘り強く続
けて，再び一緒になることができたこと。 

記念すべき今年，国体が鹿児島県にやってきま
す。奄美でも相撲が行われます。奄美の結いの心
や自然の素晴らしさ，独自の文化が訪れる人の心
に印象に残ることでしょう。市田くんが 8 月 6 日
（日）に炬火リレーに住用中代表として参加します。
他にものぼり旗作成やプランター育成など中学生
にも貢献できる機会があるので積極的に取り組み，
互いの絆を深め，自分の能力を伸ばす機会として
もらいたいと思います。 

 

 

 
 
 
 
 

7月 8日(土)に校内弁論大会が開かれました。
全校生徒 7 名が生徒全員や教職員，保護者の前
に立ち，発表を行いました。 
緊張して早口になってしまう生徒，これまでの経
験を活かし笑顔で主張できる生徒と発表の様子は
それぞれでしたが，一人一人の挑戦がそれぞれに

とってかけがえのない機会になったことと思います。 
審査結果により最優秀賞が濱本紫音さんの「未
来は変えられる」，準優秀賞が原心葉さんの「地球
温暖化について知りたい」となりました。秋の市の
発表会に向けて更に準備が進められます。 

 

 

 7 月 10 日（月），学校評議員の方や JA あまみ

婦人部の方々によって，花壇の手入れを行っていた

だきました。またマリーゴールドやサルビアなどの花

の苗も植えていただきました。 

 夏にぐんぐん育ち，2学期が 

始まる頃には学校がきれいな 

花で彩られることでしょう。 

 

 

 

 

 

7月 7日（木）に本年度 1回目の学校評議員

会を行ないました。委員会では委嘱状の交付,本年

度の学校経営についての説明を行い，「学力向上

の取り組み」や「特色ある教育」について御意見を

いただきました。 

本年度地域を代表して住用中学校の教育を見

守っていただく令和５年度の学校評議委員は， 

松中洋一さん  山下 廣明さん 河野 幸代さん  

満 香恵子さんの 4名です。よろしくお願いします。 
 
 
 
 

住用中学校，住用小学校，住用へき地保育所は，

9月 10日（日）に「奄美群島復帰 70周年記念」

第 4１回保小中合同運動会の開催を予定していま

す。新型コロナ対策による午前中開催から５年ぶり

の全日開催を予定しています。地域の方の参加に

よる一般種目も予定して計画や準備がスタートし

ています。8 月末に地域にプログラムの配布も行い

ますので，当日ぜひ御来場ください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８/ １（火） 出校日 

      小中合同運動会ＰＴＡ打合会 

８/２１（月） 出校日 

８/２７（日） PTA奉仕作業 

       (住用町グラウンド 6：30～) 

 

９/ １（金） 始業式  

       いじめ問題を考える週間（～7 日） 

９/ ７（木） 運動会予行 

９/１０（日） 「奄美群島復帰 70 周年記

念」第 4１回保小中合同運動会 

９/１１（月） 振替休日 

９/１８（月） 敬老の日 

９/２２（金） 環境保護活動 

       （14：00～図書室 他） 

９/２３（土） 秋分の日 

県民の絆を育む「県民の日」 学校を見守る心強い目 

「奄美群島復帰 70 周年記念」 
第 41 回保小中合同運動会について 

みんなに届け私の思い 

きれいな花が咲きますように 


